
最

蓮
房

あ
て
御
書

の

一
考
察
 
(
中

條
)

最
蓮
房
あ
て
御
書

の

一
考
察

中

條

暁

秀

一 

は
じ
め
に

日
蓮
の
遺
文
に
は
、
法
然
の
念
仏
及
び
慈
覚

・
智
証
等

の
台
密
学
説

に
対
す
る
破
折
は
頗
る
多
い
が
、
申
古
天
台
義
に
言
及
さ
れ
た
遺
文
は

比
較
的
少
な
い
。
と
同
時
に
、
中
古
天
台
義
に
言
及
さ
れ
た
遺
文
は
、

い
か
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
最
蓮
房
に
送
ら
れ
た
遺
文

に
多
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
外
に
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
主
要
な

も
の
は
最
蓮
房
あ
て
御
書
に
よ
つ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
と
い
つ
て
も
過

言

で
は
な

い
。

な
お
拙
稿
は
、
最
蓮
房
あ
て
御
書
中
、
身
延
山
久
遠
寺
に
蔵
さ
れ
、

身
延
三
世

日
進

の
写
本
が
現
存
す
る
『
立
正
観
抄
』
に
つ
い
て
述
べ
る
。

二
 
最
蓮
房

の
伝

最
蓮
房

は
京
都
に
生
ま
れ
、
十
七
才
で
出
家
、
天
台
の
学
僧
で
、
生

来
病
弱
に
も
か
か
わ
ら
ず
極
め
て
道
念
堅
固
の
人
で
あ

つ
た
と
い
う
。

日
蓮
よ
り
先
に
何
ら
か
の
原
因
で
佐
渡
に
配
流
に
な

つ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
そ
の
佐
渡
で
日
蓮
に
値
遇
し
て
弟
子
と
な
り
、
日
浄
と
法
号
を

い
た
だ
き
、
日
蓮
が
文
永
十

一
年
春
赦
免
の
後
、

翌
建
治
元
年
に
赦
さ

れ
て
、
京
都
あ
る
い
は
身
延
に
帰

つ
た
も
の
と

い
う
。

周
知
の
よ
う
に
、
明
確
な
史
料
が
少
な
い
た
め
、
諸
説
入
り
雑
じ
つ

て
未
詳
の
部
分
が
多
い
。
よ
つ
て
、
古
来
か
ら
架
空
の
人
物
、

あ
る
い

は
、
実
在
の
人
と
論
義
の
喧
し
か
つ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
立
正
大
学

名
誉
教
授
影
山
尭
雄
先
生
の

『
大
崎
学
報
』
九

八
号

・
『
日
蓮
宗

布
教

の
研
究
』
、
立
正
大
学
教
授
宮
崎
英
修
先
生
の

『
不
受
不
施
派

の
源
流

と
農
開
』
・
『
日
蓮
宗

の
祈
濤
法
』
中

に
お
い
て
指
摘
さ
れ
る
ご
と
く
、

実
在
の
人
物
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
 
最

蓮
房
あ

て
御
書

十
二
篇

定
遺
に
し
た
が
つ
て
、
明
ら
か
に
最
蓮
房
あ
て
御
書
と
認
め
ら
れ
る

も
の
を
摘
出
し
て
み
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

(1)
生
死

一
大
事
血
脈
抄
 
(文
永
九
、
二
、
一
一
)
 
(2)
草
木
成
仏

口
決

(文
永
九
、
二
、
二
〇
) 
(3)
最
蓮
房
御
返
事
 (
文
永
九
、
四
、
一
三
)
 (4)
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得
受
職
人
功
徳
法
門
抄
 
(文
永
九
、
四
、
一
五
) 
(
5
)
祈
濤
経
送
状

(文

永

一
○
、
正
、
二
八
)
 
(
6
)
諸
法
実
相
抄
 
(文
永
一
〇
、
五
、
一
七
)
 
(
7
)

当
体
義
抄
 (文
、永
一
○
)
 
(
8
)
当
体
義
抄
送
状
 
(文
永
一
〇
)
 
(
9
)
立
正

観
抄
 
(文
、水
一
一
)
 
(
1
0
)

立
正
観
抄
送
状
 
(文
、永
一
二
、
二
、
二
八
)
 
(
1
1
)

当
体
蓮
華
抄
 (弘
安
三
、
八
、

一
)
 
(
1
2
)
十

八
円
満
抄
 (弘
安
三
、
二
、

三
)

右
の
十
二
篇
中
、
(
1
)
・
(
2
)
・
(
3
)
・
(
5
)
・
(
6
)
・
(
8
)
・
(
1
0
)
・
(
1
2
)

の
八
篇
は
、

巻
末
乃
至
末
文
に
よ
つ
て
、
Gり
と
働
は
い
ず
れ
も
そ
の
送
状
か
ら
、
最

蓮
房
あ

て
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
(
4
)
は
(
1
2
)

と

の
関
連

に
よ
つ
て
、
(
1
1
)

は
そ
の
抄
末
と
國
の
末
文
と
の
関
係
に
よ
つ
て
、

最
蓮
房
あ
て
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。

そ
し
て
、
真
に
奇
異
に
思
わ
れ
る

こ
と
は
、
上
記
十
二
篇
中
真
蹟
の

現
存

・
曾
存
と
い
う
も
の
は

一
篇
だ
に
な
く
、
た
だ

『
立
正
観

抄
』
・

『
同
送
状
』
に
日
進
の
写
本
が
、
及
び

『
祈
濤
経
送
状
』
に

日
像
の
抄

写
本
が
あ

る
の
み
で
あ
る
。
さ
ら
に
他
の
門
弟
檀
越
に
比
し
て
、
短
期

間
に
相
当
量
の
遺
文
が
集
中
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

加
え

て
、
本
来
な
ら
ば
、
遺
文
の
真
偽
問
題
に
つ
い
て
も
論
じ
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
ろ
う
が
、
今
そ
の
問
題
を
棚
上
げ
し
て
い
え
ば
、

最
蓮
房
あ

て
御
書
は
、
そ
の
題
名
を
見
た
だ
け
で
も
血
脈

・
口
決

・
当

体
蓮
華

・
十
八
円
満
な
ど
、
中
古
天
台
義
が
濃
厚
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
知

る
。
な
ぜ
中
古
天
台
義
が
色
濃
く
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
恐
ら
く
天
台
の
学
僧
で
あ
つ
た
最
蓮
房
は
、
当
時
の
比
叡
山

の
教

学
に
つ
い
て
様

々
な
質
問
を
発
し
、
そ
れ
に
対

し
て
日
蓮
は
、
相
手
の

教
養
等
に
照
ら
し
て
、
相
手
の
理
解
を
得
や
す

い
よ
う
な
文

辞
を

以

て
、
回
答
を
与
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

四
 

日
進

と
日
祐

身
延
山
久
遠
寺
に
は
、
『
立
正
観
抄
』
・
『
同
送
状
』
の
最
古

の
写
本

が
三
世
日
進

の
も
の
と
し
て
蔵
さ
れ
て
い
る
。

(な
お
『
送
状
』
に
つ
い
て

は
省
く
。)
 そ
の
写
本

の
奥
書
に
は

「
正
中
二
年

皿
三
月
於
洛
中
三
条
京

極
飯
蓮
房
之
本
御
自
筆
有
人
書
之
今
干
時
正
中

二
年
鵬
十
二
月
廿
日
書

写
之
也

身
延
山

耽
臆
牝
嫉
午
重
写
也
」
(傍
線
筆
者
)
 と
あ
る
。

こ
の
文

は
意
味
の
通
ぜ
ぬ
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
は
傍
線
の
部
分
に
問
題
が
あ

る
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
(
1
)
日
蓮
自
筆
の
立
正
観
抄
を
最
蓮
房
が
所
持

し
て
い
た
。
(
2
)
最
蓮
房
所
持
の
立
正
観
抄
は
、

最
蓮
房
が
日
蓮
自
筆
の

も
の
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
(
3
)
立
正
観
抄

は
最
蓮
房
の
自
著
で
あ

る
。
と
の
解
釈
が
可
能
と
な
る
が
、
常
識
的
に
は
(
2
)
の
意
と
し
て
解
す

ぼ

る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
奥
書
を
惚
け
さ
せ
る
も
の
は

「
有
人
書
之
」
の
表
現
で
あ
ろ
う
。
折
角
の
も

の
に
曖
昧
さ
が
残
る
。

と
は
い
え
、
日
蓮
滅
後
四
十
四
年
の
正
中
二
年

・
四
十
九
年
後
の
元

徳
二
年
に
、
日
進
が

『
立
正
観
抄
』
を
書
写
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い

(干
)

と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
し
て
み
る
と
、
若
干
の
疑
問
が
生
じ
る
。
そ
の
疑

問
と
は
、
ま
ず
日
進
は
中
山
三
世
日
祐
と
年
令
差
を
超
え
た
親
密
な
関

係
に
あ
つ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
祐

最

蓮
房
あ
て
御
書

の

一
考
察
 
(
中

條
)
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最
蓮
房
あ
て
御
書
の
一
考
察
 
(中

條
)

の

『
本
尊
聖
教
録
』
に

『
立
正
観
抄
』
・
『
同
送
状
』
の
記
載
が
な
い
と

い
う
こ
と
は
誠
に
不
思
議
で
あ
る
。
さ
ら
に
日
祐
の
『
善
根
記
』
<
身
延

山
参
詣
事
>
 に
よ
る
と
、
日
祐
は
正
和
三
年
の
日
蓮
三
十
三
回
忌
を
期

し
て
、
ほ
ぼ
毎
年
身
延
山
に
参
詣
し

て
い
る
。
ま
た
、
『
同
記
』
<
精

舎
勧
進
造
営
結
縁
事
>
 に
よ
る
と
、
日
祐
は
中
山
本
妙
寺
の
造
立
供
養

(
正
中
三
年
)
・
法
華
寺
の
開
堂
供
養
 (元
徳
二
年
)
 に
日
進
を
招
待
し
て
、

唱
導
の
師

と
仰
い
で
親
し
く
見
え
て
い
る
こ
と
を
伺
う
の
で
あ
る
。

こ

の
よ
う
な
特
別
且
つ
友
好
的
な
関
係
を
保
持
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
日
祐

の
目
録
記
録
類
に
何
ら
記
さ
れ
て
い
ぬ
と
い
う
こ
と
も
解
せ

ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
と
も
、

日
進
は
秘
し
て
日
祐
に
見
せ
な
か
つ

ヘ

ル

コ
ト

た

も

の

で
あ

ろ

う

か
。

そ

の
上
、

『
同
記
』
<
京

上

四

ケ
度

>
 に

よ

る

と
、

日

祐

は

四

度
 
(
(
1
)

文
保
元
年

二
月

一
九
日
、
(
2
)正
中
元
年

四
月
、
(
3
)
建

武
元
年
七
月
四
日
、
(
4
)
暦
応

三
年

一
○
月

三
日
)
 京

へ
赴

い

て

い

る
。

し

か

メ

ノ

も
、
二
度
目
の
正
中
元
年
の
上
洛
の
時

は

「
為
二聖
教
書
写
こ

と
記
さ

れ
て
い
る
。
か
か
る
時
、
今
問
題
と
な
る

『
立
正
観
抄
』
を
見
落
す
と

い
う
こ
と
も
何
か
妙
な
感
が
す
る
。

五
 

立
正
観
抄

の
検
討

故
立
正
大
学
教
授
浅
井
要
麟
先
生
の
祖
書
学

の
特
色
は
遺
文
の
真
偽

論
に
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
に

「
祖
書

の
思
想
的
研
究
」
(
『
日蓮
聖
人
教

学
の
研
究
』
所
収
)
 が
あ
る
。
そ
の
中
に
、
中
古
天
台
義
か
ら
脱
却
し
よ

う
と
し
た

日
蓮
の
遺
文
中
に
中
古
天
台
義
、
し
か
も
、
日
蓮
滅
後
の
中

古
天
台
義
が
あ
り
う
る
道
理
が
な
い
と
い
う
理
由
に
よ
つ
て
、
中
古
天

台
義
に
与
同
的
な
遺
文
を
偽
撰
と
し
て
排
除
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
あ

る
。

こ
の
試
論
は
、
爽
雑
物
を
除
去
し
て
純
粋
日
蓮
義
を
樹
立
す
る
た

め
の
一
つ
の
貴
い
作
業
で
あ
つ
た
と
思
う
が
、

思
想
内
容
に
検
討
を
加

え
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
真
偽
を
判
定
す
る
方
法

は
、
余
り
に
も
冒
険
す

ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
案
ぜ
ら
れ
る
。

『
立
正
観
抄
』
を

一
つ
の
例
と
し
て
い
え
ば
、
浅
井
要
麟
先
生
は
、

止
観
勝
法
華
の
説
は
、
日
蓮
よ
り
三
十

一
才
後
輩
の
仙
波
の
尊
海
が
た

て
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
日
蓮
の
時
代
に
は
な
か
つ
た
思
想
で
あ
る
と

し
て
、

こ
れ
を
以
て
本
書
偽
書
説
を
主
張
す
る

一
根
拠

と
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
か
か
る
思
想
は
、
慧
心
流
の
本

未
分
の
観
心
の
思
想

を

一
歩
進
め
れ
ば
、
そ
う
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
日
蓮
の
時

代
に
既
に
止
観
勝
法
華
の
説
は
成
立
し
て
い
た

と
見
て
差
し
支
え
な
い

と
思
う
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、

一
つ
の
試
み

で
あ

る
が
、
『
立

正
観
抄
』
の

中
に
は
幸
い
経
論
釈
が
縦
横
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
よ
つ

て
、
今
は
経
論
釈

の
引
用
の

一
点
に
焦
点
を
絞

つ
て
、
本
書
を
検
討
し

て
み
よ
う
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
日
蓮
の
教
学

の
特
色
の

一
つ
は
、
充

分
に
吟
味
さ
れ
た
経
論
釈
を
引
用
し
て
、
自
説

の
援
証
と
す
る
文
証
主

義
が
極
め
て
旺
盛
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
引
用
経
論
釈
の
典
拠
を
丹
念
に
検
す
る
。
本
来
な
ら
ば
、

こ
こ

で
本
書
中
の
引
用
経
論
釈
に
つ
い
て
、
そ
の
出
典
を
含
め
、
具
さ
に
検
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討

・
対
照
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
紙
巾
の
都
合
で
省
く
。
た
だ
し
、
本

書
中
に
引
用
さ
れ
る
経
論
釈
の
出
典
名
の
み
を
記
す

と
、
『
法
華
経
』

(方
便
品
)
、
『
浬
繋
経
』
、
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
、
『
蘇
悉
地
経
疏
』
、
『
文

句
』
、
『
玄
義
』
、
『
止
観
』
、
『
止
観
大
意
』
、
『
弘
決
』
、
『
学
天
台
宗
法
門

大
意
』
、『
守
護
国
界
章
』
、『
顕
戒
論
』
、『
法
華
秀
句
』
等
の
典
籍
が
挙
げ

ら
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
引
用
経
論
釈
の
出
典
等
が
確
認
で
き
る

も
の
は
、

一
応
首
肯
し
て
も
い
い
と
思
う
が
、
そ
の
確
認
の
で
き
な
い

も
の
が
幾

つ
か
あ
る
。
そ
の
主
た
る
も
の
を
挙
げ
検
討
す
る
と
、
(
a
)
「
慈

ノ

ニ

ク

ト

ハ

メ
ノ

メ
ソ
カ

セ

ヲ

覚
大
師
釈
云

三
観

者
為
レ
令
レ
得
二
法
体
一修
観
也
云
云
。
」

(
定
遺
八

四
七
頁
)
 現
存
す
る
円
仁
著
作
中
か
ら
は
発
見
で
き
な
い
。
遺
文
注
釈

家
の
詮
索

に
よ
る
と
、
恐
ら
く
檀
那
流
の

『
一
心
三
観
記
』
と

い
う
台

家
秘
本
切
紙
中
か
ら
の
引
用
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
現
に
、
切
紙
を
成
文

化
し
た
覚
運
の

『
一
心
三
観
記
』
と
称
さ
れ
る
も
の
の
中
に
あ
る
。
(
b
)

ニ

ク

ノ

ノ

ト

「
此
書
 
(灌
頂
玄
旨
血
脈
)
 云

一
言
妙
旨

一
教
玄
義
文
。
」
(定
遺
八
四

九
頁
)
 
最
蓮
房
あ
て
御
書
の

一
つ
で
、
定
遺
三
巻
所
収

の

『
十
八
円

満
抄
』
に

全
同
の
文
が
あ
る
。
(
な
お
『
灌
頂
玄
旨
血
脈
』
は
、
切
紙
が
成

レ
ハ

ノ

文
化
さ
れ
た

『
天
台
灌
頂
玄
旨
』
を

指
す
よ
う
で
あ
る
。
)
(
c
)
「
夫
尋

二
天
台

ヲ

テ

ニ

セ
シ
ョ
リ

テ

ヲ

ヘ
ハ

ヲ

観
法
一者
於
二大
蘇
道
場
一三
昧
開
発

己
来

開
レ
目
思
二妙
法

一随
縁

テ

ヲ

ヘ
ハ

ヲ

ノ

ハ

ノ

ニ

真
如
也
。

閉
レ
目
思
二妙
法
一不
変
真
如
也
。
此
両
種
真
如
只

一
言
妙
法

リ

フ
ル

ヲ

ニ

シ

ノ

ス

ニ

有
。
我
唱
二妙
法

一時
万
法
蝕
達

一
代
修
多
羅
含
二
一
言
ご
 
(定
遺
八
五

〇
-
一
頁
)
 
日
蓮
は
偽
撰
書
 
(『
成仏
法
華
肝
心
口
伝
身
造
抄
』
、『
読
諦
法

華
用
心
抄
』
、『
万法

一
如
抄
』
、『
御講
聞
書
』
、『
御義
口
伝
』)
 で
は
、
真
如

随
縁
論
に
よ
る
本
門
釈
を
散
説
す
る
が
、
真
撰
書
で
は
全
く
説
か
れ
ぬ

と
と
も
に
、
真
如
随
縁
論
そ
の
も
の
が
存
在

し

な
い
。
周
知

の
よ
う

に
、
日
蓮
は
最
澄
を
根
本
大
師
と
仰
ぎ
多
大
の
法
門
を
吸
収
さ
れ
た
。

そ
の
日
蓮
に
最
澄
が
尊
重
し
活
用
し
た
真
如
随
縁
論
が
見
ら
れ
ぬ
と
い

う
こ
と
は
、
真
に
不
思
議
な
現
象
で
あ
る
。
思
う
に
、
そ
れ
は
日
蓮
に

と
つ
て
真
如
随
縁
論
は
別
教
所
詮
で
あ
る
と
考
え
、
天
台
法
華
宗
の
元

来
か
ら
の
教
学
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
結
果

で
は
な
か
ろ
う
か
。
と

す
る
と
、
本
書
中
に
真
如
随
縁
論
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
い
か
よ
う
に

解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

六
 

む
す

び

(1)
旦
進
と
日
祐
の
親
密
な
関
係
を
考
え
る
時
、

日
祐
の
目
録

・
記
録

類
に

『
立
正
観
抄
』
の

こ
と
が
片
鱗
だ
に
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
素
朴

な
見
方
か
ら
す
れ
ば
、
理
解
に
苦
し
ま
ざ
る
を
え
な
い
。

(2)

『
立
正
観
抄
』
の

写
本
は
、
日
進
の
筆
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
と
す
る
と
、
指
摘
し
た
引
用
経
論
釈
に
曖
昧
さ
の
残
る
個
所
は
、

い
か
よ
う
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

と
の
問
題
点
が
、
現
在
の
日
進
の
写
本
の
段
階
に
は
あ
る
。

な
お
注
は
紙
数
が
許
さ
れ
な
い
の
で
省
略
す

る
が
、
詳
細
は
身
延
山

短
期
大
学
の

『
棲
神
』
五
三
号
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
身
延
山
短
期
大
学
講
師
)

最
蓮
房

あ
て
御
書

の

一
考
察
 
(
中

條
)
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